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会議等速報 

令和２年９月２日 

件 名 令和２年度第１回鹿児島市障害者自立支援協議会 作成課 
福祉部 

障害福祉課 

日  時 令和２年８月１８日（火）９時３０分～１１時３０分 

場  所 鹿児島市教育総合センター３階 青年会館第１～３研修室 

出 席 者 
鹿児島市障害者自立支援協議会委員２５名（５名欠席） 

（学識経験者、医療関係機関、障害者関係団体代表者、公募委員、市職員など） 

市出席者 
委 員： 

事務局： 

福祉部長、保健所長、教育部長 

障害福祉課、保健支援課、母子保健課、学校教育課 

会 次 第 

１ 開 会 

２ 会長・副会長選出 

３ 鹿児島市の障害者手帳所持者数 

４ 議 事 

(1) 第四次鹿児島市障害者計画に基づく施策と実施状況等について 

(2) 障害福祉計画第５期計画・障害児福祉計画第１期計画の実施状況等について 

(3) 障害福祉計画第６期計画・障害児福祉計画第２期計画の策定について 

５ 各専門部会の報告について 

６ 閉 会 

主な意見等 

（○：委員、●：事務局） 

 

４(1) 第四次鹿児島市障害者計画に基づく施策と実施状況等について 

 ○ 電車・バスの優先座席へ、ヘルプカードのシールを貼って頂いているが、アピー

ル・啓発が弱いため、車内アナウンス等で「外見だけでは障害者に見えない人がい

る」、「席を譲って頂きたい」などの一言があれば、より一層のヘルプカードの活用

に繋がるのではないか。 

 ○ 虐待相談件数の中で、実際に虐待と認定されて対応されたケースの数や中身は。 

⇒● 概ね３分の２ぐらいは虐待があったと記憶しており、ほとんどが心理的虐待であ

る。 

 

４(2) 障害福祉計画第５期計画・障害児福祉計画第１期計画の実施状況等について 

 ○ 成年後見制度が障害者の高齢化、障害者の親の高齢化という問題で、充実が必要

な事業であると考えている。利用しやすい制度として充実を図って頂きたい。 

 ○ 地域活動支援センターについて、市の裁量でⅠ型・Ⅱ型・Ⅲ型の支援額が決まっ

ているが、支援額を増やせないか。 

 ○ 移動支援について、条件が精神障害の方に厳しいため、今後、精神障害の方々が

使いやすいような在り方を検討して頂きたい。 

 ○ 就労移行支援事業所ごとの就労移行率の達成率が低いと感じる。就労支援に関す

る事業所ごとの質を高めるための話し合いの場を設けてはどうか。 

⇒● 就労関係は本協議会の課題の１つであると認識している。広域的な県を中心とし

た協議の場や、本市でも精神の部会のテーマとして協議はしているところだが、数

字も伸びやなんでいるという現状も踏まえ、何らか検討したい。 

○ 手話通訳者・要約筆記者派遣事業について、元年度実績が計画を上回っているが、

実際はまだまだ足りないという意見が出ている。 

⇒● この事業については各年度で実績が上がったり下がったりしており、見込みが取

りづらいことから、計画では直近３ヵ年の平均値で据え置いている。新たな計画で

はご意見を参考にさせて頂きたい。 



主な意見等 

 

４(3) 障害福祉計画第６期計画・障害児福祉計画第２期計画の策定について 

○ 平成３０年度新設された日中サービス支援型のグループホームのサービスは、体

制に対して赤字事業になるほど給付費が低い。新計画の基本的な考え方として、グ

ループホーム等の充実が挙げられているため、市として独自の取組・方策があれば、

課題である重度高齢化の方の地域移行が進むのではないか。 

⇒● 日中サービス支援型は、設置要件等が厳しいことから市内でも１桁と実施事業所

が少ない。参入して頂ける方法を市として検討させて頂きたい。 

 ○ 強度行動障害や高次脳機能障害を有する障害者に対する支援体制の充実や依存

症対策の推進について新たに示されているが、対象者の把握の方法は。また、市の

計画にどのような項目として盛り込むのか。 

 ○ 高次脳機能障害は、精神科病棟に入院されている方が多いが、治療は非常に困難。

入院されずに地域で治療し、苦労している家族もとても多いので、リサーチしなが

ら、どのようなニーズがあるのかについて確認・対策をして頂きたい。 

⇒● 強度行動障害の実態については啓発をしていきながら、相談支援事業所の勉強会

などを通じ取り組み方についても検討をしている。特に難しいのは、動ける強度行

動障害という状況で、高齢者のねたきりとは違うことから、サポートをどのように

していくのかという問題がある。 

   計画に項目としてどのように盛り込んでいくかについては明言できないが、県と

市の役割も確認しながら、素案を作成していきたい。 

 

その他、全般について 

 ○ 協議会について、協議の回数が少ないのではないかと思う。協議会の内容を検討

する部会等の存在があれば教えて頂きたい。 

⇒● 回数については検討していくが、協議会の場で個別に「これは揉んでいきたい」

となったものについては、行政として預かるとともに、各部会に渡して検討するこ

とによって、効率よくできればと考えている。 

 ○ 専門部会に難病に特化した部会がないため、立ち上げるようお願いしたい。 

⇒● 関係課と連携しながら、不足していれば何らか検討させて頂きたい。 

 

 


